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動向レビュー
ウェブ上で提供される調べ方案内の展開

―米国での実践を中心に―
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はじめに
　図書館のレファレンスサービスは、利用者からの求
めに応じて情報提供や利用案内を行う直接レファレン
スと、レファレンス情報源の整備や管理等を行う間接
レファレンスに大別される（1）。ICT（情報通信技術）を
用いたレファレンスサービス（＝デジタルレファレン
スサービス）が進展した今日、間接レファレンスもまた
その例外ではない。過去に本誌に掲載された、デジタ
ルレファレンスサービスの動向を扱う記事（CA1437、
CA1895参照）においても、情報源の整備は重要な領域
として言及されてきた。
　本稿では図書館が間接レファレンスのために整備す
る情報源のうち、特にウェブ上で提供される「調べ方案
内」を取り上げ、この分野における実践が進んでいる米
国の事例を中心に、近年の特徴的な動向を概観する。
　なお「調べ方案内」と類似した内容を指すものとして、
日本語では「調査ガイド」「パスファインダー」等、英語
では“research guide” “subject guide” “pathfinder”等、
複数の語が用いられる。各々の語はそれぞれ異なる内
容を指して使い分けられる場合もあるが、その定義は
使用者によって異なり、一意に定めがたい。そのため
本稿では便宜的に「調べ方案内」を用いる（文脈上、特
定の呼称を用いるのがふさわしいと判断される場合を
除く）。また定義としては、『図書館情報学用語辞典』（第
4版）における「パスファインダー」の項の記述に従い、

「利用者に対して，特定の主題に関する各種情報資源や
探索方法を紹介・提供する初歩的なツール」（2）及びそれ
に類するものとする。
　ウェブ上における調べ方案内の展開は多岐にわたる
が、それらの共通点として、調べ方案内がさまざまな意
味合いにおいて「つながる」ツールとしての性格を強め
ている、ということがあるように思われる。そのよう
な観点を軸に事例の紹介を試みたい。なお、本稿の分析・
意見にあたる部分はすべて筆者の個人的見解である。

1. 調べ方案内のウェブ化まで
　まずは、調べ方案内がたどってきた道のりを簡単に
振り返る。特定の主題に関する資料のリストや書誌を
紙にまとめたものは19世紀後半にはすでに使用され

ていたが、それらは調査を行うプロセスを案内するも
のではなかった（3）。1960年代後半から1970年代初頭に
かけて図書館にコンピュータが導入されるようになる
と、米国のマサチューセッツ工科大学（MIT）でシステ
ムを用いた情報移送の実験プログラムであるINTREX

（Information Transfer Experiments）が実施され、同プ
ロジェクトのメンバーであるキャンフィールド（Marie 
Canfield）らによって「パスファインダー」のアイデアが
提示された（4）。パスファインダーは「研究図書館で利用
可能なさまざまな情報資源へと図書館利用者を導く、
段階的な教育ツール」として機能するものとされ、その
役割を果たすために必要な内容と形式が定義された（5）。
　1980年代後半から1990年代初頭にかけて図書館が
ウェブサイトを構築するようになり、調べ方案内もさまざ
まな形で（紙の調べ方案内のPDF化、HTMLでの調べ
方案内の構築、双方向的なチュートリアルやマルチメディ
ア表示等）オンライン化されていった（6）。同時に、「パスファ
インダー」という用語が古風なものとみなされ、“research 
guide” “subject guide” “online tutorial”といった用語が
より一般的なものとして用いられるようになった（7）。その後、
調べ方案内のウェブ化が普及するにつれ、調べ方案内作
成に利用できる商用またはオープンソースのソフトウェア
も複数提供される状況となった（8）。
　一般にウェブ上の調べ方案内は紙のそれに比べ、イ
ンターネット情報や音声・映像等のより幅広い情報を
提供でき、場所や時間の制限なくアクセス可能である。
また、ウェブページは紙よりも更新が容易で、適宜更新
が必要な調べ方案内に適している。一方で、ウェブペー
ジの作成・更新のためには、専門的な知識や技術を持っ
た人員が必要となり、作業には一定の時間と労力がか
かる。
　これに対して、専門知識を持たない者でも「ガイド」
と呼ばれる調べ方案内を作成できる CMS（Content 
Management System＝コンテンツ管理システム）とし
て2007年にリリースされたのが、米国Springshare社
のLibGuides（E1410参照）（9）であった。LibGuides は、
操作の容易さ、既存のガイドを再利用できること、関連
するさまざまなツールをガイドへ付加できること等を
特徴として、大学図書館をはじめ各機関で飛躍的に利
用を増やし、現在、世界で大きなシェアを占めている（10）。
LibGuides で作成されたガイドでは、作成者である図
書館員のプロフィールや顔写真が添えられ、「顔が見える」
作りになっていることも特徴である。

2. 展開の諸相
　それでは、ウェブへ移行した調べ方案内はその後ど
のような展開を遂げたのか。いくつかの側面から事例
を紹介する。

＊関西館図書館協力課
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2.1. 図書館外へつながる：アウトリーチの試み
　展開の一つは、調べ方案内への図書館外部からのア
クセスが容易になったことを活かし、図書館外の人々
とつながろうとする試みである。例えば米国のイリノ
イ大学アーバナ・シャンペーン校及びジョージアサウ
スウエスタン州立大学の図書館では、ウェブ上の調べ
方案内を「自館の資源やコレクションを売り込み、大学
内の他機関や地域コミュニティとの結びつきを強める
アウトリーチのツール」として利用することを意図し
た試みを報告している（11）。
　この報告によれば、イリノイ大学アーバナ・シャンペー
ン校のミュージック・アンド・パフォーミングアーツ図
書館（MPAL）は、学内のクラナートパフォーミングアー
ツセンター（KCPA）と協働して調べ方案内を構築し、
KCPAで行われるパフォーマンスの演者やレパートリー
について知ることができる自館の所蔵資料を紹介した。
一方、ジョージアサウスウエスタン州立大学図書館は、
地域のパフォーミングアーツ団体とパートナーシップ
を組み、地域のアートセンターのイベントやサービス、
地元の劇場でのイベント等を図書館資料とともに紹介
する調べ方案内を作成した。
　その他、大学図書館がキャンパスの所在する地域に
ついて情報を提供する「ローカルガイド」を作成する取
り組みも複数行われている（12）。
　また、大学図書館を中心に、自館の特別コレクション
をウェブ上の調べ方案内へ掲載する例も多くなってい
る（13）（14）。これは、学外の人々には存在が知られにくく

「隠れた」状態に陥りがちな特別コレクションを見つけ
やすくすることを意図した取り組みであり、その意味
でアウトリーチの試みの一つといえるかもしれない。

2.2.  教育カリキュラムとつながる：情報リテラシー教育、
LMS （Learning Management System）との連携

　ウェブへ移行した調べ方案内が、その内容としてイ
ンターネット情報を含むようになることは自然な流れ
であった。そのことはすなわち、調べ方案内において
インターネット情報の選別や利用方法の案内がなされ
ることを意味する。情報化社会の進展とともに教育課
程における情報リテラシーの養成が求められるように
なったことと軌を一にして、ウェブ上の調べ方案内も、
情報リテラシー教育のためのツールという新たな役割
を帯びることになった（15）。2001年の記事では、インター
ネット情報源を選別しその適切な利用法を示したパス
ファインダーを作成することによって、生徒を「間接的
に教育する」ことが提案されている（16）。
　そして、2000年代からLMS（Learning Management 
System＝学習管理システム。講義資料や講義に関する
情報の配信、テストの実施、成績管理等をオンラインで

行うことができる、eラーニング実施のためのシステ
ム）が高等教育課程で普及し始めると、LMSと図書館
との連携が模索され、その一手段として、LMSと調べ
方案内の連携が行われることになる。2000年代初頭以
降、Blackboard Vista（及び後継のBlackboard Learn（17））
がLMSの主流となり、LibGuidesが調べ方案内におい
て有力な位置を占めたことから、両者の連携が関係者
にとって大きな関心事となった（18）。現在、LibGuidesは
Blackboardをはじめ、さまざまなLMSとの連携を実現
している（19）。
　ボウエン（Bowen）（20）は、「図書館の情報資源を学生
に案内すること」及び「学生に情報リテラシーを身に付
けさせること」を意図したLMSと図書館の連携の一環
として、専用のリンクやボタン、アイコンからアクセス
できる調べ方案内をLMS shell（21）へ埋め込むという手
法が実施されていることを紹介している。
　利用の実例として、LibGuidesで作成されたガイド
へのボタンをLMS shell上に搭載している米国のカリ
フォルニア州立大学チコ校で2011年に学生を対象とし
て行われた調査によれば、ガイドへのアクセスの容易
さには好意的な意見が多く、有用性については約62％
が「非常に役に立つ」、約24％が「まあまあ役に立つ」、
約10％が「役に立たない」と答えている。また、調査
課題を行うのに「図書館のガイドだけを使った」との
回答が約63％となっている（22）。

2.3.  他の図書館とつながる：図書館員の協働とコミュ
ニティ形成

　1.で触れたキャンフィールドらによる1973年の論文
では、パスファインダーに関する協働プログラムの試
みが説明されている（23）。これは、パスファインダーの
作成後に図書館名・請求記号・資料の所蔵場所を消去す
ることで、特定の館に限定されないパスファインダー
が出来上がり、そこに各館が自館の情報を書き加える
ことで自館用のパスファインダーを再生産できる、と
いうものであった。しかし、各館がパスファインダー
の主題選択における自律性や、自館の蔵書に合ったパ
スファインダーを作成することを優先したために、こ
の試みは1975年には頓挫した（24）。
　これに一種通じるアイデアとしてLibGuidesが打ち
出したのが、ガイドの再利用等にあたって図書館員が
協働することによる省力化及びノウハウの共有、それ
によって実現される所属機関を超えた図書館員のコミュ
ニティ形成である。
　ガイドの再利用機能は、LibGuides立ち上げと同
年の2007年に追加された（25）。翌年には Springshare 
Lounge（26）が公開されている。LibGuides参加機関はこ
のページにログインすることで、他の参加機関と意見
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や質問等を交わすことができる。また2011年に追加さ
れたグループ機能では、館種や主題ごとのグループを
作ることができ、そこに所属すると、グループ宛てのメッ
セージ送信や掲示板の利用、グループのメンバーとの
一対一でのチャット等が可能になった（27）。
　調べ方案内がウェブ上にあることで、過去とは比較
にならないほど広い範囲での協働が可能になったこ
とは言うまでもない。2008年に開設されたLibGuides 
Community（28）で は、館種 や 国 を 超 え て、全世界 で
LibGuidesを利用している機関が作成したガイドをま
とめて検索することが可能になっている。テーマだけ
ではなく機関や作成者からもガイドが検索できる他、
登録されたガイドの中でSpringshare社がピックアッ
プしたものの紹介も行われている。

3. 課題：利用の実態
　新たな展開が進んだ一方、ウェブ上の調べ方案内が
そこにかかる費用・労力・時間に見合うほど利用されて
いるかという点についても繰り返し調査がなされてい
る（29）（30）（31）。その結果はさまざまだが、総じてあまり芳
しいとはいえない。
　調べ方案内への外部からのアクセスに関してはどう
だろうか。OCLCが米国・英国・カナダの14歳以上の人
を対象に実施した2010年の調査で、米国に関しては、
情報探索の際に図書館のウェブサイトから始めると回
答した人は0％、また、情報探索の過程で図書館のウェ
ブサイトを用いると回答した人は33％だったと報告さ
れている（32）。もし図書館のウェブサイトまでたどり着
いたとしても、調べ方案内が掲載されている箇所は機
関によりまちまちであり、深い階層にある等、見つけに
くい状況にあることも多い。これは各機関における調
べ方案内の位置づけが異なっている（そもそも位置づ
けが確立されていない場合もある）ことと関連してい
るが、利用者を遠ざける原因となっている。
　ウェブ上にあればそれだけ多くの目に触れ利用が多
くなる、と単純に考えることは楽観的に過ぎるだろう。
むしろウェブ上の大量の情報に埋もれ、調べ方案内の
存在が見えづらくなっている状況も想像される。

おわりに
　本稿では米国の事例を紹介してきたが、現在は国内
でも、多くの機関が調べ方案内をウェブ上で提供する
ようになってきている。国立国会図書館では調べもの
支援サイト「リサーチ・ナビ」で調べ方案内を公開し
ている（33）。また大学図書館については、複数の機関が
LibGuidesを用いてガイドを作成しており、九州大学（34）

や慶應義塾大学（35）等で特に利用が進んでいる。九州大
学では、さまざまなコンテンツが作成され、図書館で活

動している人がイメージでき、結果として図書館のイ
メージアップにつながっているとの感触があるという（36）。
また慶應義塾大学では、学内の資料利用に関する情報
や情報の探し方をLibGuidesに一本化していき、学内
でのガイドの共有化を図っているほか、早稲田大学図
書館と共同したガイド構築の可能性も検討していると
いう（37）。国内における取り組みは、今後も発展の余地
があるといえよう。
　調べ方案内はウェブへ移行することにより新たな展
開を遂げ、「つながる」ツールとしての役割を強化した。
より動的な情報発信型ツールとなった、と言い換えて
もよい。そこには、単なる形態の移行に留まらない根
本的な変化がある。
　こうしたウェブ上の調べ方案内の可能性を十分に活
かすためには、上述の根本的な変化を明確に認識した
うえで、他機関と協働しながら、対象とする利用者を
明確にし、発信の在り方を工夫することが必要になる。
情報が溢れる現代において、図書館が提供する調べ方
案内が今後、より柔軟な広がりを見せて人々の情報探
索活動に貢献することを期待したい。
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